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学会レヴュー】
日本社会学会第 80回年次大会
(横浜・関東学院大学, 2007年 10月)
高 山 眞知子
横浜・金沢八景の関東学院大学で, 11月 17,
18日に今回の年次大会は開かれた｡ 業界随一の
全国規模の大会である｡ 毎回シンポジウムのテー
マは学会員の共通の関心事と想定されるものを反
映しやすいが, 今回は ｢格差社会｣ と ｢専門知と
社会的ポリティクス 医療・環境・科学技術｣
であった｡ 前者では, 橋爪大三郎氏 (東工大)・
佐藤嘉倫氏 (東北大)・大竹文雄氏 (大阪大) な
どにより, 格差社会論の文脈, 社会階層論との関
連, 所得格差の実態と認識などについて論じられ
た｡ 後者では, 米本昌平氏 (東大)・船橋晴俊氏
(法政大)・佐藤哲彦氏 (熊本大) などにより, 医
療・薬品・環境等についての専門的科学的知識と
それが展開される現実の場における政治・経営・
技術システムなどの要素の公共性の問題が論じら
れた｡
一般報告の部会は領域ごとに二日間で計 51,
それぞれの部会で平均 6個の発表があったから計
300余となる｡ 大会のレジュメ冊子は約 350頁と
分厚い｡ まずは非常に活気のある学会だといえよ
う｡
｢文化・社会意識｣ という伝統的テーマで四つ
の部会が開かれたが, 少し紹介したい｡
一つは ｢心と社会｣ なるサブ・テーマで, 元本
学講師の崎山治男氏 (立命館大) の ｢心理主義化
と社会批判の可能性｣, 佐藤雅治氏 (東大) ｢近代
日本における精神疾患言説の構成と変容｣, 牧野
智和氏 (早大) ｢自己形成の技術としての心理学｣,
山田陽子氏 (広島国際学院大) ｢｢心の健康｣ の社
会学序説 自殺のリスク化と労働問題の心理学
化｣ などの発表があった｡ 本学には人間社会学科
から改編した人間心理学科があり, 心理学に関心
のある高校生を多く引き付けているが, このよう
な現象の社会背景の一端を分析するものと言えよ
う｡
もう一つの部会は ｢身体と社会｣ というサブ・
テーマで, 本学の准教授平山満紀氏が ｢身体の中
心感覚｣ について発表された他に, 龍谷大学のグ
ループが, ｢パフォーマンスとリズム｣ に関する
諸研究を発表された｡ フロアからは, 音楽社会学
やカスタネダの論考に基く質問などもあり活発な
部会であった｡
英語で行われた部会の一つは, 上野千鶴子氏
(東大) の司会による ｢アジアの社会学のフロン
ティアⅠ, メディア, 知識, 文化｣ で, 香港・韓
国・中国などの IT系大衆文化の諸側面が扱われ
た｡ ｢Ⅱ｣ では, インドのチベット難民, 中国に
おける NGO活動などが扱われた｡ 上野氏は最近
は 『おひとりさまの老後』 で注目されるが, 学会
では多面的に活躍しておられることを再確認した｡
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